
５ 今後に向けて 

５-１ 戦略的なヒートアイランド対策の推進に向けて 

 都市部におけるヒートアイランド現象は、地球温暖化と相まって年々顕著になりつつあり、特に夏季

における市街地では、昼夜を問わず記録的高温が観測されている。その結果、ヒートアイランド現象が

もたらす影響は、都市の居住環境の快適性が損なわれるといったレベルの問題ではなく、熱中症による

死亡事例のように人間の生存環境を脅かすといった深刻な問題にまで及んでいる。 
こうした情況認識のもと、本研究で取り上げた環境配慮行動の促進などのソフト的な取り組みにこだ

わらず、緑化・保水性舗装などのハード的な取り組みの中から、気温低下に資する対策効果が必ずしも

顕著でなくても、一定の気温低下の効果が確認され、かつ、対策に伴う副次的効果が多数発現する取り

組みについては、今後、積極的に展開することが有効であると考えられる。 

5-1-1 戦略的に推進する取り組みの抽出（校庭緑化の推進） 

 本研究では、ヒートアイランド対策をさらに戦略的に進めていくため、様々なヒートアイランド現象の

緩和に寄与すると考えられる対策の中から以下に示す５つの視点に基づいて、今後、戦略的に推進すべき

取り組みを抽出した。 

 

 
■ヒートアイランド現象緩和に寄与する取り組みの例 

 

■戦略的取り組み抽出の４つの視点 

教育施設における校庭の緑化（校庭の芝生化）の推進 

■戦略的に推進すべき取り組み 

 

⑤取り組みのわかりやすさ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①対策の実行可能性  

②直接的な効果が発現（地表面温度の低減など）  

③多様な副次的効果の発現 

④様々な主体の参画の可能性 
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5-1-2 校庭芝生化の効果 

①ヒートアイランド現象に対する直接的な効果（地表面温度の低減） 

 東京・大阪・福岡など、大都市では、学校の校庭を芝生化する取り組みが進められている。校庭芝生化

は、大都市の中心部に大きな緑地を誕生させることができ、そのスケールの大きさからヒートアイランド

現象の緩和が期待され、夏には、街なかの暑さを和らげることに寄与するものと考えられる。 

 

 学校の校庭といえば、土、もしくはアスファルトで整備されている。芝生化した場合と、土・アスファ

ルトの場合とで、地表面の温度を比べてみると、土・アスファルトの地表面温度が日中50℃前後を示して

いるの対し、芝生のグラウンドでは、地表面温度の極度な上昇は見られず、地表面温度は40℃以下となっ

ている。この地表面温度の違いは、サーモピュアによる地表面の温度計測結果を見ても明らかに見られる。 

 

【NPO法人芝生スピリット等による温度測定結果】 
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【東京都による温度測定結果】 

 

                      

          

 

 

 
 
 
 

 

ダスト舗装校庭（左図）、及び芝生校庭（右図）における地表面温度分布 

（2005 年 8 月 17 日 13:30、熱画像内の点線はヒストグラム解析領域） 

 

  
ダスト舗装校庭と芝生校庭の高さ 0.2ｍ（左図）、及び 1.5ｍ（右図）における気温の経時変化 

（2005 年 8 月 17 日） 

＜ヒストグラム＞ 

＜熱画像＞ 

＜実画像＞ 
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②その他の効果 
 

■美しい景観の創出 

 校庭の芝生化によって面的な緑を創出することは、アスファルト等で覆われた殺風景な都市部の景観を

改善し、地域に美しい景観を創出し、うるおいをもたらすものと考えられる。 

 

■元気な児童の育成に寄与 

 校庭の芝生化以前に比べて、昼休みなど多くの児童が校庭で、裸足

で遊ぶようになっている。学校では、健康増進も期待されている。 

 また、東京都杉並区の和泉小学校では、芝生化で子供達の私語が3

分の2になった、車椅子の子が歩けるようになった、鼻炎が治ったな

どの効果も報告されている。 

 

■児童の遊び方が多様化 

 靴をライン代わりにドッチボールなど、子供たちの遊びに対する創

意工夫が見られるようになっている。 

 また、子供の情操教育にもつながるものとされている。 

 

 

 

■街なかの季節感の創出 

 夏にはバッタ、秋には赤トンボなど、街なかでも季節感を感じるこ

とができるようになっている。 

 

 

 

 

■砂ぼこりの現象 

 春など風の強い季節、部屋の中に舞い込んできた砂、学校近隣の洗

濯物に付着した砂などが減少している。 

 また、校舎内への砂の舞い込みなども減少し、教室内の床の傷みも

緩和されている。 

 

 

■様々な主体の参画による地域の連帯感の醸成 

 校庭の芝生化とその維持管理を、学校と地域住民、さらには地域の関連団体との協働によって取り組む

ことによって、地域の連帯感を高めることも期待できる。 
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5-1-3 簡単で安価な校庭緑化の方法 

 校庭芝生化は、ヒートアイランド対策をはじめとする様々な効果があるとはいえ各自治体での取り組み

が進んでいない。その抵抗要因となっている以下の２点を解消するための取り組み事例を示す。 

  抵抗要因 ⇒芝生化を行う際に非常に多くの費用を要すること 

       ⇒維持管理時において、費用そして多くの労力が必要となる 

 

①ＮＰＯ芝生スピリットによる取り組み事例 

 関西を中心に活動する「ＮＰＯ法人芝生スピリット」では、芝生化する際の多大な費用、維持管理時に

おける費用・労力の削減を目指し、活動を続けている。 

▼NPO 芝生スピリットにおける校庭芝生化の考え方 

 
 

                         【校庭緑化を行う際のNPO芝生スピリットの位置づけ】 

 ＮＰＯ芝生スピリットでは、校庭緑化を行う際に

は、できるだけ多くの団体が関わり、作業分担、費

用負担の細分化を図っている。これにより、各団体

に係わる負担は軽減され、持続的な取り組みにつな

がっている。 

 NPO 法人芝生スピリットの概要 

 校庭の芝生化を目指す NPO 法人として、2001 年1 月兵庫県より認証。学校及び

幼稚園・保育所などの施設に対して、芝草などによる緑化を推進し、その実現のた

めの総合的な企画・調査・設計や実施事業を推進すると共に、学校等関係者や地

域住民などを対象にした継続的な維持・管理のための助言又は支援・協力を行

い、その普及や人材育成などに努めて、生活・教育環境の充実・向上を図ること

で、社会教育の推進、まちづくりの推進、文化・芸術又はスポーツの振興、環境の

保全、子どもの健全育成等の公益の増進に寄与することを目的としている。 
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▼安価にできる校庭の芝生化の事例 
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▼安くて簡単な芝生の維持管理の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校庭の芝生化の事例（大阪府立清江小学校）】 

 

 校庭の芝生化にあたっては、できる限り多く

の人々に携わってもらうことで、芝生への愛着

を高められている。 

  就学時間のみならず、放課後、休日も子供た

ちや地域住民の憩いの場として活用されてい

る。 
 但し、スポーツクラブ等の利用は、芝への負

担が大きいことから、使用制限が設けられてい

る。 
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②東京都和泉小学校における取り組み事例 

 東京都杉並区の区立和泉小学校では、校庭の芝生化のための事業は行政負担によってなされたものの、

その後の維持管理は、学校と地域が連携して行われており、芝生の状態は他校に比べ良い。 

 以下に、和泉小学校における取り組み事例を示す。 

 

■ 学校と地域が連携した芝の維持管理の例 

 和泉小学校では、適切な芝生の維持管理を図るために、学校と地域で組織する「和泉グリーンプロジェ

クト」を立ち上げ、自主的な芝の維持管理を行っている。 

 「和泉グリーンプロジェクト」においては、芝生の維持管理を適切に進めるとともに、芝生の状態を維

持するための利用方法などを記載した「ＧＰ通信」を定期的に、「ＧＰミニ通信」を頻繁に発行しており、

常に学校及び地域の人々が芝に関心を持つ機会を創出している。 
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■ ペットボトルを活用したみんなで取り組む芝の補修の例 

 和泉小学校では、児童と芝とのふれあいの中で、芝への愛着の形成、環境教育の実践を行っている。 

 具体的には、子どもたちにより「和泉の芝生は友だちだ 大事にやさしくふれあおう」など、３つの目

標を「和泉の芝生 かかわり三か条」として制定し、補充のための芝をプランターで育成したりしている。 

 

【補充用ペットボトル芝の作り方】 
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【参考；校庭芝生化の必要性】 
 

 都市部では、各種開発の進行に伴って緑は減少し、街中はコンクリートやアスファルトで覆われてきて

いる。その結果、地面からの照り返しが強くなり、また植物や土壌からの水分蒸発による気温低減効果が

弱まって、ヒートアイランド現象（都市の高温化）が発生し、現在ではさらに悪化の傾向にある。 

 

【ヒートアイランド現象発生の要因】 

 
 

 ヒートアイランド現象を緩和するためには、これまでに失った多くの緑を取り戻すことが必要となるが、

開発が進行し、土地の高度利用が進んだ市街地で新たに多くの緑を取り戻すことは困難であり、これに対

する代替案として、既存の土地の緑化が必要となる。 

 都市部において緑化が可能な一定面積を有する土地として、小中学校などの校庭に着目する。現在、都

市部の小中学校では、アスファルトコンクリートの上にラバーを張った校庭が多く見られ、裸地に比べ多

くの輻射熱を蓄積し、ヒートアイランド現象を助長する要因の一つとなっている。このため、効果的なヒ

ートアイランド対策の一つとして学校校庭の芝生化を推進していくことが求められる。 
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 参考；名古屋市における緑被地の推移 
 
 

  

▼昭和22 年(人口79 万人)時の緑被率 ▼平成12 年(人口217 万人)時の緑被率
○現在の緑被地は、昭和 22 年時点に比

べ、大幅に減少。 

○主に東西周辺部の緑が宅地開発等によ

り大幅に減少 

また近年では、 
  平成 2 年 緑被率 29.8％から 
  平成 17 年緑被率 24.8％に減少。 
 

ゴルフコース約 16 個分(1600ha)に相当

資料；グリーン都市”なごや”へ・その脱皮戦略（JAPIC）



 
 
【参考；政令指定都市における校庭緑化の取り組み状況】 
 
 各政令指定都市における校庭緑化（芝生化）の現状は、以下に示すように多くの政令指定都市におい

て実施され、その数は年々増加傾向にある。傾向としては、ヒートアイランド現象が顕著な東京都、大

阪市において取り組みが進んでいることがわかる。 
 特に東京都においては、今後の 10 年間を目標に全校（小中学校）の校庭の芝生化を目標としている。

また、関西圏においては、ＮＰＯと連携しながら安価にできる芝生化が進められている。 
 

【政令指定都市における校庭芝生化の状況】 

 

  

 
 

 

調査時点；2007年2月時点 

調査方法；各政令指定都市HPによる検索 

 

凡例 

 ●；１つあたり校庭緑化 10 校 

 ● ；１つあたり校庭緑化 1 校 

 55




